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ワ
ラ
ビ（
蕨
）は
シ
ダ
植
物
の
１
種
。
草
原
、
谷

地
、
原
野
な
ど
日
当
た
り
の
よ
い
所
に
群
生

し
て
い
る
。
春
か
ら
初
夏
に
ま
だ
葉
の
開
い
て
い
な

い
若
芽
を
採
取
し
食
用
に
す
る
ほ
か
、
根
茎
か
ら
取

れ
る
デ
ン
プ
ン
を「
ワ
ラ
ビ
粉
」と
し
て
利
用
す
る
。

　

昨
年
の
冬
は
記
録
的
な
降
雪
量
だ
っ
た
西
和
賀

町
。
よ
う
や
く
雪
解
け
が
進
ん
だ
５
月
の
下
旬
、
同

町
槻
沢
地
内
に
あ
る「
つ
き
ざ
わ
ワ
ラ
ビ
園
」で
は
ブ

ラ
ン
ド
山
菜「
西
わ
ら
び
」が
鮮
や
か
な
若
草
色
の
姿

を
見
せ
て
い
る
。

　
「
お
客
様
に
い
か
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
か
日
々

試
行
錯
誤
」と
語
る
の
は
同
ワ
ラ
ビ
園
を
経
営
す
る

「
や
ま
に
農
産
」の
高
橋
医
久
子
社
長
。
平
成
19
年
に

とろっとした食感
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ぽらーの OPENING STORIES

イーハトーブの大地の新鮮で安全な農畜産物は、
「いい土」と「きれいな水」、そして農家の「愛情」が育んでいます。

同
園
を
開
業
し
、
こ
れ
ま
で
ピ
ー
ク
時
は
約
２
千
人

が
訪
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
し
か
し
震
災
後
、
放
射

能
汚
染
の
風
評
被
害
に
よ
り
来
園
者
は
激
減
。
Ｊ
Ａ

に
依
頼
し
た
放
射
能
物
質
検
査
で
は
不
検
出
だ
っ
た

が
状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
震
災
被

害
に
あ
っ
た
沿
岸
部
の
常
連
客
が
訪
れ「
ワ
ラ
ビ
取

り
が
気
分
転
換
と
な
り
元
気
が
出
た
」と
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

生
産
者
と
い
う
立
場
か
ら
観
光
業
と
し
て
携
わ
る

こ
と
に「
こ
れ
で
よ
い
の
か
」と
い
う
思
い
は
常
に
あ

る
と
い
う
高
橋
社
長
。
そ
の
反
面「
大
切
な
お
客
様

を
迎
え
る
か
ら
に
は
手
間
暇
を
惜
し
ま
な
い
。
西
和

賀
町
ワ
ラ
ビ
生
産
者
約
１
０
０
人
の
広
告
塔
的
役
割

を
果
た
し
て
い
き
た
い
」と「
西
わ
ら
び
」へ
の
想
い

を
語
っ
て
く
れ
た
。

ワラビ（蕨） やまに農産
高橋医久子さん（58）◉西和賀町槻沢

国内有数の豪雪地帯、西和賀町。
遅い雪解けとともに春が訪れ
鮮やかな新緑で山々は萌え上がる。
本格的な山菜シーズンを迎えた同町の
観光ワラビ園を訪ね代表者に話を聞いた。

2

4
5

3

頑張ってます！

1.朝採りワラビを手に素敵な笑顔のスタッフ
の皆さん。雪解けとともに一面に生え始めた
同ワラビ園圃場をバックに。（中央が高橋社
長）2.休耕田を利用した平坦な場所で気軽
にワラビの収穫が楽しめる。毎年開園を待ち
望んだ多くの常連客が訪れる3.いたる所か
ら一斉に生え始めたワラビ。春と秋に２回行
われる野焼き跡を押し上げる生命力あふれた
姿が見られる4.やまに農産ではワラビの根
茎を掘り起こしわらび粉を精製。地元菓子
業者の手によって町内ではさまざまな西和賀
町産わらび粉商品の開発が活発化している
5.同園では試食のほか、レシピの提供、収
穫したワラビを使いあく抜きの体験ができる
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第
15
回
通
常
総
会
を
５
月
29

日
、
花
巻
市
湯
本
で
開
催
し
、

平
成
24
年
度
決
算
や
平
成
25
年

度
事
業
計
画
な
ど
が
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
経
営
は
、
部

門
別
・
場
所
別
損
益
管
理
に

努
め
、
効
率
的
な
事
業
の
展

開
に
取
り
組
み
、
経
常
利
益

12
億
１
９
０
０
万
円
、
当
期
剰

余
金
は
６
億
６
７
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
重
要
課
題
で
あ

る
固
定
比
率
は
７・８
２
％
向
上

し
１
０
９・１
９
％
と
基
準
に
適

合
し
、
経
営
の
健
全
性
を
示
す

自
己
資
本
比
率
は
１
４・５
６
％

（
前
年
度
１
４・
３
１
％
）
と
向

上
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
は
、
昨
年
10
月

に
行
わ
れ
ま
し
た
Ｊ
Ａ
全
国
大

会
並
び
に
11
月
に
行
わ
れ
ま
し

た
岩
手
県
大
会
の
「
協
同
で
つ

な
ぐ
新
た
な
絆
」
の
決
議
を
踏

ま
え
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
と
し

て
の
第
２
次
中
期
経
営
計
画
並

び
に
営
農
振
興
計
画
の
初
年
度

と
し
て
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

◦
営
農
事
業

　
組
合
員
の
所
得
向
上
に
向
け
て
策
定

し
た「
営
農
振
興
計
画
」の
最
終
年
度
と

し
て
、
課
題
で
あ
る
低
利
用
水
田
の
解

消
に
取
り
組
み
、
約
１
０
０
０
ha
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。
園
芸
・
畜
産
は
、

東
京
電
力
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
風
評

被
害
や
出
荷
制
限
な
ど
が
続
き
、
大
き

な
損
害
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
損
害
賠

償
請
求
に
つ
い
て
農
家
所
得
の
確
保
の

た
め
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

購
買
の
物
流
対
策
に
も
取
り
組
み
、
販

売
事
業
は
２
４
０
億
円
。
購
買
事
業
は

90
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

 

◦
生
活
福
祉
事
業

　「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
ス
ク
ー
ル
」や
女
性
部

活
動
に
よ
る
食
育
の
推
進
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
と
併
せ
た
食
農
食
育

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
福
祉
事
業
に
お
い
て
は
生
き
生
き

講
座
や
介
護
予
防
教
室
な
ど
の
開
催

で
心
身
と
も
に
健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
生
き
が
い
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
落
合
、
は

つ
ら
つ
長
寿
館
の
利
用
者
数
は
延
べ

５
万
７
０
３
８
人
と
な
り
ま
し
た
。

 

◦
信
用
事
業

　
農
業
と
く
ら
し
に
貢
献
し
、
選
ば
れ
、

成
長
し
続
け
る
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
を
基
本
目

標
に
、
農
業
メ
ー
ン
バ
ン
ク
と
し
て
身

近
で
便
利
で
安
心
な
農
業
金
融
事
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
個
人
貯
金
伸
長
、

次
世
代
層
と
の
取
引
強
化
、
年
金
シ
ェ

ア
の
維
持
拡
大
、
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
を
取
り
組
み
、
当
期
末
貯
金
残

高
は
２
３
９
３
億
６
６
０
０
万
円
。
貸

出
金
残
高
は
６
２
５
億
１
２
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

 

◦
共
済
事
業

　
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え「
復
興
元

年
」と
位
置
づ
け
、
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
Ｌ
Ａ
）に
よ
る
保
障
点
検
・
保

障
診
断
活
動
を
実
施
し
、「
ひ
と
・
い

え
・
く
る
ま
」の
新
規
契
約
と
ニ
ュ
ー

パ
ー
ト
ナ
ー
の
獲
得
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
長
期
共
済
新
契
約
高

は
９
４
４
億
６
６
０
０
万
円
、
期
末
契

約
高
１
兆
１
４
０
７
億
１
６
０
０
万

円
、
短
期
契
約
は
新
契
約
掛
金

25
億
６
０
０
０
万
円（
う
ち
自
動
車
共
済

20
億
１
４
０
０
万
円
）の
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

部
門
ご
と
の
事
業
活
動
の
内
容

　
９
議
案
が
原
案
通
り
可
決

　
花
巻
・
北
上
・
西
和
賀
・
遠
野
地
域
の
総

代
数
９
７
５
人
の
う
ち
、
９
０
９
人（
書
面

議
席
を
含
む
）が
出
席
し
た
総
代
会
で
、
高

橋
専
太
郎
代
表
理
事
組
合
長
が「
今
回
、
初

め
て
個
人
・
団
体
８
名
を
表
彰
す
る
事
に
致

し
ま
し
た
。
色
々
な
分
野
で
ご
活
躍
を
頂
き

な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
先
進
的
な
取
り
組
み

に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
皆
さ
ま
方
の
懸
命
な
生
産
活
動

の
結
果
、
米
の
一
等
米
比
率
は
95
％
を
超
え

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
我
々
が
目
指
し
て

き
た
経
営
健
全
化
10
か
年
計
画
も
総
代
各

位
の
ご
支
援
と
関
係
機
関
の
Ｊ
Ａ
事
業
に

対
す
る
格
段
の
協
力
や
指
導
の
お
か
げ
で
、

そ
の
半
分
の
５
か
年
で
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
、
当
期
剰
余
金
６
億
６
７
０
０
万
円
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
年
度
は
更

に
第
２
次
中
期
経
営
計
画
、
営
農
振
興
計
画

を
立
て
、
昨
年
盛
岡
で
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
岩

手
県
大
会
の
テ
ー
マ「
協
同
で
つ
な
ぐ
強
い

絆
」そ
し
て「
農
を
通
じ
て
地
域
と
共
に
生

き
る
」を
ベ
ー
ス
に
地
域
農
業
戦
略
・
地
域

く
ら
し
戦
略
・
経
営
基
盤
戦
略
を
実
践
い
た

し
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
議
長
に
金
沢
英
治
さ
ん（
花
巻

市
太
田
）と
多
田
誠
一
さ
ん（
遠
野
市
宮
守
）

を
選
任
。
平
成
25
年
度
の
事
業
報
告
と
剰
余

金
処
分
案
、
平
成
25
年
度
事
業
計
画
な
ど
９

議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
活
動
と
農
政
運
動

　
平
成
24
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
取
り
組
み
、
組
合
員
が
積
極

的
に
組
織
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
沿
岸
部

で
は
新
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
し
、
地
域
に
お
け

る
組
織
活
動
の
中
心
と
し
て
組
合
員
や
地

域
住
民
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
い
ま
だ
収
束
の
つ
か
な
い
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る

農
畜
産
物
被
害
対
策
と
し
て
、
遠
野
地
域
放

射
性
物
質
被
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
対

応
し
ま
し
た
。

　
山
積
す
る
農
政
課
題
に
あ
っ
て
は
、
特
に

も
政
府
の
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）交
渉
参
加
に
対
す
る「
断
固
反
対
」を
揚

げ
て
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
農
政
運
動

を
展
開
し
ま
し
た
。
姉
妹
提
携
先
の
Ｊ
Ａ
横

浜
と「
災
害
時
相
互
支
援
に
関
す
る
協
定
」を

締
結
。
他
の
姉
妹
・
友
好
Ｊ
Ａ
と
も
災
害
時

の
相
互
支
援
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め
る
な

ど
、
農
産
物
直
売
交
流
は
も
と
よ
り
農
業
振

興
を
は
じ
め
、
生
活
文
化
や
Ｊ
Ａ
運
営
、
組

織
活
動
、
役
職
員
研
修
な
ど
幅
広
い
交
流
事

業
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
26
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
並
び
に
第
43
回
Ｊ

Ａ
岩
手
県
大
会
の
決
議
を
受
け
、「
営
農
活

動
」と「
く
ら
し
の
活
動
」に
支
店
を
核
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
第
２
次
中
期
経
営
計
画

の
柱
と
し
、
各
地
域
や
生
活
組
織
で
の
協
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

第15回

自己資本比率14.56％経営の健全性を維持
通常総代会通常総代会

特集
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208
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◆信用事業

◆共済事業

◆購買事業

◆販売事業

合　計
7,487百万円

 

◦
営
農
事
業

　
新
た
に
策
定
し
た「
第
２
次
営
農
振

興
計
画
」を
基
軸
と
し
、
全
農
家
組
合
が

作
成
に
取
り
組
む「
集
落（
地
域
）営
農
ビ

ジ
ョ
ン
」に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
農
業

の
構
築
や
、「
低
利
用
水
田
再
生
」に
よ
る

農
産
物
の
生
産
・
販
売
量
の
拡
大
と「
安

全
・
安
心
」な
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
図

り
、
農
家
所
得
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
問
題
に
は「
断
固
反

対
」の
姿
勢
を
続
け
つ
つ
、
日
本
が
掲
げ

る「
聖
域（
例
外
品
目
）」の
獲
得
に
向
け

て
、
ま
た「
産
地
の
国
際
競
争
力
」を
高

め
る
た
め
の
生
産
基
盤
・
流
通
基
盤
の

強
化
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

◦
生
活
福
祉
事
業

　「
食
と
農
」を
基
軸
に
地
域
に
根
ざ
し

た
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
、
女
性
・
元
気
高
齢
者
・

子
ど
も
が
集
う
場
の
提
供
と
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮

ら
し
づ
く
り
に
向
け
た
健
康
増
進
活
動

と
高
齢
者
福
祉
介
護
事
業
等
、
組
合
員

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た「
く
ら
し
の
活
動
」

を
展
開
し
ま
す
。

 

◦
信
用
事
業

　
組
合
員
等
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
た
事
業
展
開
に
よ
り
、
必
要

と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
顧
客

満
足
度
を
高
め
る
取
り
組
み
に
重
点
を

置
く
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
り
農
業
お

よ
び
生
活
メ
ー
ン
バ
ン
ク
機
能
を
発
揮

し
て
い
き
ま
す
。

　
訪
問
活
動
の
強
化
で
各
種
ロ
ー
ン
と

安
定
し
た
貯
金
財
源
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

　
大
震
災
で
被
災
し
た
組
合
員
・
利
用

者
等
の
本
格
復
興
・
事
業
再
生
を
最
優

先
課
題
に
行
政
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
一
体
と

な
っ
て
諸
対
策
を
実
施
し
て
行
き
ま
す
。

 

◦
共
済
事
業

　
す
べ
て
の
組
合
員
・
利
用
者
に
、
す

べ
て
の
生
活
保
障
・
財
産
形
成
ニ
ー
ズ

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
万
全
に
保
障
さ
れ

る
た
め
に
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
総
合
保
障
性

（
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
）を
発
揮
す
る

た
め
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
次
世
代
・
若
年
層
等
の
ニ
ュ
ー
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
取
引
深
化
を
図
り
、
よ
り

地
域
に
密
着
し
た
Ｊ
Ａ
ら
し
い
事
業
活

動
の
展
開
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
25
年
度
事
業
運
営
方
針

●
宮
野
目
東
部
営
農
生
産
組
合（
花
巻
地
域
）

　組
合
長
　葛
巻
　正
忠

　
地
域
の
２
／
３
以
上
の
農
地
集
積
に
よ

る
大
規
模
経
営
と
Ｊ
Ａ
全
利
用
に
よ
る
栽

培
の
統
一
化
、東
部
Ｃ・Ｅ
利
用
に
よ
る
販

売
確
立
を
実
践
。良
品
質
、高
反
収
、低
コ

ス
ト
生
産
に
取
組
み
、組
合
員
の
農
業
所

得
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

●（
有
）ア
グ
リ
フ
ァ
イ
ン（
花
巻
地
域
）

　代
表
取
締
役
　大
和
　一
信

　
地
主
の
手
の
届
か
な
い
地
域
の
転
作
田

を
借
り
、集
積
し
て
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
栽
培

し
、自
給
飼
料
率
を
向
上
。堆
肥
は
切
り
返

し
に
よ
っ
て
良
質
な
も
の
を
生
産
さ
れ
、ほ

と
ん
ど
は
自
家
消
費
し
て
い
る
が
、一
部
地

域
の
転
作
物
圃
場
に
も
供
給
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

●
西
八
重
畑
農
業
生
産
組
合（
花
巻
地
域
）

　組
合
長
　佐
藤
　十
九
三

　
組
織
内
の
担
い
手
の
位
置
づ
け
を
明
確

に
し
、主
た
る
農
作
業
の
受
託
を
担
い
手
へ

集
約
し
、機
械
の
有
効
利
用
、生
産
経
費
の

軽
減
な
ど
を
図
る
と
共
に
、農
家
労
働
力

の
軽
減
と
地
域
農
地
の
保
全
を
図
ら
れ
ま

し
た
。

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
い
農
作
業

が
困
難
な
農
家
が
発
生
し
て
お
り
、地
域
の

受
け
皿
組
織
と
し
て
低
利
用
水
田
の
解
消

を
図
る
と
と
も
に
、既
存
機
械
の
有
効
利

用
、農
家
所
得
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

●
小
原
　洋
一（
花
巻
地
域
）

　
東
和
町
で
い
ち
早
く
リ
ン
ゴ
の
わ
い
化

栽
培
に
取
り
組
み
、果
樹
を
営
農
の
柱
と

し
て
経
営
の
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、広

域
合
併
当
時
の
花
巻
農
協
果
樹
部
会
長
を

歴
任
。組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
統
率
力

を
発
揮
す
る
な
ど
、名
実
と
も
に
花
巻
の
果

樹
振
興
の
第
一
人
者
と
し
て
の
一
翼
を
担

い
ま
し
た
。

●
農
事
組
合
法
人
　二
子
中
央
営
農
組
合

　（北
上
地
域
）

　代
表
理
事
　小
田
島
　徳
幸

　
基
盤
整
備
に
い
ち
早
く
組
織
化
を
図

り
、集
落
営
農
の
先
進
的
存
在
で
あ
り
、平

成
22
年
度「
東
北
農
政
局
土
地
改
良
事
業

地
区
営
農
推
進
功
労
者
表
彰
東
北
農
政
局

長
賞
」を
受
賞
。大
豆
栽
培
に
つ
い
て
は
、県

の
平
均
収
量
の
２
倍
以
上
の
反
収
と
な
っ

て
お
り
、平
成
22
年
度「
全
国
豆
類
経
営
改

善
共
励
会
農
林
水
産
大
臣
賞
」を
受
賞
。

　
良
品
質
、高
反
収
、低
コ
ス
ト
生
産
に
取

組
み
、組
合
員
の
農
業
所
得
向
上
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

●
有
馬
農
産（
西
和
賀
地
域
）

　代
表

　有
馬

　富
博
　

　
農
協
関
係
で
は
西
和
賀
地
域
い
ち
ご
部

会
部
会
長
、西
和
賀
地
域
受
託
者
部
会
部

会
長
、西
和
賀
地
域
青
色
申
告
会
幹
事
を

務
め
、西
和
賀
町
で
は
農
政
推
進
協
議
会

委
員
、西
和
賀
町
農
政
推
進
委
員
、西
和

賀
土
地
改
良
区
理
事
、鍵
飯
地
区
集
落
営

農
組
合
長
な
ど
を
務
め
、西
和
賀
農
業
に

大
き
く
関
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。地
域
農

業
の
担
い
手
と
し
て
遊
休
農
地
解
消
の
た

め
に
率
先
し
て
活
動
し
地
域
か
ら
の
信
頼

も
高
く
、作
業
受
託
は
年
々
増
え
て
い
ま

す
。ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
で
き
る

農
園
と
し
て
労
務
管
理
の
適
正
化
を
図

り
、次
世
代
に
繋
ぐ
生
産
活
動
構
築
の
た

め
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。

●
農
事
組
合
法
人
　宮
守
川
上
流
生
産
組
合

　（遠
野
地
域
）

　代
表
理
事
組
合
長
　多
田
　誠
一

　
担
い
手
の
育
成
と
し
て
、各
地
よ
り
研

修
生
を
受
け
入
れ
、そ
の
ま
ま
定
住
す
る

担
い
手
が
誕
生
。農
村
環
境
の
保
全
と
多

面
的
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、地
域
と
一

体
と
な
っ
て
取
組
み
、不
利
な
地
域
に
お
い

て
も
農
業
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

地
域
独
自
の
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
ち
上

げ
、地
域
農
業
の
先
導
的
役
割
を
果
た
さ

れ
ま
し
た
。

●
土
淵
地
区
営
農
組
合（
遠
野
地
域
）

　組
合
長

　安
部

　重
幸

　
良
品
質
、高
反
収
、低
コ
ス
ト
生
産
に
取

り
組
み
、組
合
員
の
農
業
所
得
向
上
に
寄

与
。基
盤
整
備
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、担
い
手

（
営
農
組
合
）へ
の
委
託
及
び
利
用
権
の
設

定
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　地
域
農
業
の
振
興
と
農
業

協
同
組
合
の
発
展
に
尽
く
し
、

そ
の
功
績
が
極
め
て
顕
著
で

あ
っ
て
、他
の
模
範
と
す
る
に

足
る
と
認
め
ら
れ
た
個
人
、団

体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

組合員
表彰
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岩
手
県
立
花
巻
農
業
高
校
は「
被
災
地
を

笑
顔
に
」を
テ
ー
マ
に
沿
岸
と
同
高
校
の
特

産
物
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
研

究
し
、
商
品
の
開
発
を
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
の
食
農
科
学
科
魚
研
究
班
の
３
年
生

８
名
が
開
発
し
た
の
は
、
お
か
ら
と
サ
ン
マ

の
ハ
ン
バ
ー
グ「
サ
ン
マ
ー
グ
」と
鮭
の
中
骨

が
入
っ
た「
カ
ム
カ
ム
ク
ッ
キ
ー
」の
２
種
。

何
度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
現
在
は
市

民
な
ど
に
試
食
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
更
な

る
品
質
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

同
研
究
班
の
照
井
那な

海み

さ
ん（
17
）は「
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
食
べ
ら
れ

る
も
の
を
作
り
た
か
っ
た
。
栄
養
素
や
カ
ロ

リ
ー
も
細
か
く
分
析
し
た
。
食
で
人
を
笑
顔

に
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

サンマーグをはじめとし、同校で開発した加工品は、現在、岩手県が考案・作
成している「適量バランス弁当箱」の献立の一部としても取り入れる予定です

食で被災地を笑顔に ◉ 岩手県立花巻農業高校食農科学科
　

第
26
回
全
国
泣
き
相
撲
大
会（
毘
沙
門
ま

つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）が
５
月
３
日
か
ら

３
日
間
、
花
巻
市
東
和
町
の
三
熊
野
神
社
毘

沙
門
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
豆
力
士
は

９
１
０
人
。
泣
い
た
ら
負
け
と
い
う
ル
ー
ル

の
も
と
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
名
珍
勝
負

に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

姉
と
共
に
申
し
込
み
、
長
野
県
か
ら
参
加

し
た
矢
島
悠
さ
ん（
26
）の
長
男
新あ

良ら

太た

く
ん

（
８
か
月
）は
、
い
と
こ
同
士
で
の
対
決
と
な

り
、
結
果
は
お
互
い
笑
顔
の
ま
ま
で
引
き
分

け
。悠
さ
ん
は「
元
気
に
優
し
く
逞
し
く
育
っ

て
ほ
し
い
。
一
緒
に
出
場
し
た
姉
の
子
と
、

今
日
の
よ
う
に
ず
っ
と
仲
良
く
笑
っ
て
い
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
」と
語
り
ま
し
た
。

泣いて笑って名勝負 ◉ 全国泣き相撲大会

同大会は、子どもの健やかな成長を願う行事。境内には元気な泣き声が響き渡り
ます。勝敗ではなく名勝負が見もの。応援する家族の温かい表情が印象的です

　

遠
野
さ
く
ら
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
行
事
で
あ

る「
南
部
氏
遠
野
入
部
行
列
」が
５
月
３
日
、

遠
野
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

遠
野
太
神
楽
を
先
頭
に
同
市
中
央
通
り
の

蔵
の
道
ひ
ろ
ば
を
出
発
。
直
義
公
は
本
田
敏

秋
遠
野
市
長
が
大
馬
に
騎
乗
し
務
め
ま
し

た
。
そ
の
前
後
に
は
槍
や
弓
な
ど
を
担
い
だ

市
民
や
同
市
と
交
流
の
あ
る
他
県
民
ら
約

２
３
０
人
に
よ
る
家
臣
が
隊
列
。
威
勢
の
い

い
掛
け
声
と
と
も
に
太
鼓
や
笛
の
音
が
鳴
り

響
く
中
、
奥
ゆ
か
し
い
蔵
の
道
を
練
り
歩
く

大
行
列
に
観
衆
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
田
市
長
は「
沢
山
の
方
々
が
共
に
参
加

し
、
観
に
来
て
く
れ
た
。
地
域
と
地
域
の
繋

が
り
が
人
と
人
と
の
絆
と
な
る
。
み
ん
な
で

盛
り
上
げ
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

歴史絵巻さながらの姿で町を練り歩く ◉ 遠野さくらまつり「入部行列」

治安維持の為に遠野移封を命じられた八戸南部氏22代直義公が、寛永４年、旧暦３
月に八戸から50里の道のりを経て遠野にお国入りした当時の情景を再現したものです

　

Ｊ
Ａ
や
岩
手
県
、
花
巻
市
な
ど
が
組
織
す

る
は
な
ま
き
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会（
会
長
：
Ｊ
Ａ
髙
橋
利
光
生
活
福
祉

部
長
）は
今
年
度
の
活
動
を
開
始
し
、
５
月

９
日
に
は
北
海
道
白
老
町
の
白
翔
中
学
校
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
の
一
部
と
し
て
３
年
生
の
生
徒

と
教
師
ら
約
65
人
が
訪
れ
、
花
巻
市
太
田
の

伊
藤
仁
さ
ん
の
10
ａ
の
水
田
で
田
植
え
作
業

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
水
田
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も

約
２
時
間
ほ
ど
で
作
業
を
終
了
さ
せ
ま
し

た
。そ
の
後
、総
合
営
農
指
導
拠
点
セ
ン
タ
ー

で
、
市
内
16
農
家
と
対
面
。
各
々
の
農
家
宅

で
の
民
泊
体
験
を
通
じ
て
そ
の
暮
ら
し
に
触

れ
ま
し
た
。

同協議会の農家民泊の
受入れは13年目。今
年度は東京や大阪など
の小・中学校、計11校、
約1,506人の受け入れ
を予定しています

今年度の農家受け入れ始まる ◉ はなまきグリーン・ツーリズム推進協議会
　

花
巻
市
ゆ
か
り
の
詩
人
で
彫
刻
家
の
高
村

光
太
郎
を
顕
彰
す
る「
高
村
祭
」が
５
月
15

日
、
同
市
太
田
の
高
村
山
荘
詩
碑
前
広
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

光
太
郎
の
教
え
を
学
ぶ
子
ど
も
や
県
内
の

学
生
が
朗
読
や
合
唱
、
楽
器
の
演
奏
な
ど
を

披
露
。
県
内
外
か
ら
詰
め
か
け
た
約
７
０
０

人
の
フ
ァ
ン
は
、
光
太
郎
に
ち
な
ん
だ
催
し

物
に
聞
き
入
り
、
花
巻
で
の
功
績
や
足
跡
を

振
り
返
り
な
が
ら
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

　

光
太
郎
の
言
葉
が
刻
ま
れ
た
精
神
歌
を

歌
っ
た
花
巻
市
立
西
南
中
学
校
の
高
橋
明
里

さ
ん
は「
教
室
に
飾
ら
れ
て
い
る
光
太
郎
先

生
の
言
葉
は
心
の
励
み
。
沢
山
の
方
々
と
高

村
祭
を
迎
え
ら
れ
て
嬉
し
い
」と
微
笑
み
ま

し
た
。

生誕130年の節目を迎え光太郎ファン700人集結 ◉ 第56回高村祭

地元高校生の音頭で、参加者全員で光太郎の詩を朗読。光太郎は、高村山
荘で約７年間農耕自炊をしながら過ごし、住民から尊敬され慕われていました

　

Ｊ
Ａ
は「
り
ん
ど
う
栽
培
講
習
会
」並
び
に

「
プ
ラ
グ
定
植
講
習
会
」を
５
月
９
、
10
日
の

２
日
間
、
雪
解
け
が
よ
う
や
く
進
ん
だ
西
和

賀
町
内
６
箇
所
の
圃
場
で
開
き
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、
西
和
賀
花
卉
生
産
組
合
の

10
支
部
の
農
家
ら
が
集
ま
り
、
Ｊ
Ａ
や
西
和

賀
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
、
生
育

経
過
や
難
防
除
害
虫
の
対
策
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
ト
ガ
リ
メ
イ
ガ
が
全
域
で
発
生
確

認
さ
れ
て
お
り
、
注
意
が
必
要
で
５
月
下
旬

に
は
薬
剤
に
て
防
除
す
る
よ
う
に
呼
び
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
出
荷
量
６
５
０
万
本
、
販
売
金

額
２
億
７
６
０
０
万
円
を
実
績
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

今年は記録的な豪雪の影響が心配されましたが、圃場は昨年とほぼ同
時期に消雪し、順調に発芽しています

雪解けと共に芽吹き ◉ りんどう栽培講習会
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Ｊ
Ａ
は
５
月
14
日
、
遠
野
地
域
の
グ
リ
ー

ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
者
を
対
象
と
し
た
北

上
西
南
ア
ス
パ
ラ
選
果
場
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

視
察
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
広
域
重
点
推
進

項
目
と
し
た
３
か
年
計
画
に
よ
る
も
の
。
遠

野
地
域
で
こ
れ
ま
で
農
家
が
そ
れ
ぞ
れ
個
選

し
て
出
荷
し
て
い
る
も
の
を
、
同
施
設
に
受

け
入
れ
て
共
選
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
農

家
の
作
業
軽
減
を
図
り
、
栽
培
面
積
増
加
と

出
荷
増
量
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

　

受
け
入
れ
は
、
農
家
が
朝
取
り
を
未
選
果

の
ま
ま
専
用
コ
ン
テ
ナ
に
縦
詰
め
し
集
出
荷

場
へ
出
荷
、
そ
の
後
、
予
冷
庫
に
一
時
保
管

し
た
も
の
を
Ｊ
Ａ
職
員
が
同
選
果
場
へ
と
搬

入
し
ま
す
。

　

生
活
協
同
組
合
ユ
ー
コ
ー
プ
の
産
地
指
定

豚
肉「
茶
美
豚（
チ
ャ
ー
ミ
ー
ポ
ー
ク
）」の
飼

料
用
米
の
田
植
え
が
５
月
22
日
、
Ｊ
Ａ
湯
口

支
店
そ
ば
の
圃
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

茶
美
豚
用
飼
料
用
米
の
取
り
組
み
は
今
年

で
５
年
目
。
茶
美
豚
を
取
り
扱
う
神
奈
川
県

と
静
岡
県
の
ユ
ー
コ
ー
プ
店
舗
に
勤
務
す
る

精
肉
担
当
や
商
品
部
の
社
員
、
生
産
者
、
Ｊ

Ａ
職
員
ら
約
30
人
が
一
緒
に
手
植
え
作
業
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
ユ
ー
コ
ー
プ
の
関
係
者

ら
は
ほ
と
ん
ど
が
田
植
え
未
経
験
者
。
慣
れ

な
い
田
植
え
用
長
靴
と
泥
に
足
を
取
ら
れ
る

場
面
が
あ
っ
た
も
の
の
次
第
に
コ
ツ
を
つ
か

み
、
丁
寧
に
苗
を
植
え
、
約
１
時
間
で
作
業

を
完
了
し
ま
し
た
。

農家の作業負担を軽減 ◉ 西南アスパラ選果場受け入れ生産の現場を実感 ◉ 生活協同組合ユーコープ田植え体験

遠野地域生産者の代表４人が訪れ、出荷が始まり盛んに稼働している
自動受入画像処理選別機や自動計量結束機械などの説明を受けました

JAでは湯口地区内の35haの圃場で同飼料用米を作付けし、約210ｔ
を生産しています

　

Ｊ
Ａ
は
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
出
荷
規
格
指
導
会

を
５
月
17
日
、花
巻
市
鍋
倉
の
圃
場（
ほ
じ
ょ

う
）で
開
き
ま
し
た
。

　

指
導
会
に
は
Ｊ
Ａ
管
内
、
花
巻
、
北
上
、

西
和
賀
、
遠
野
の
全
地
域
か
ら
生
産
者
や
Ｊ

Ａ
職
員
ら
約
60
人
が
参
加
。
Ｊ
Ａ
職
員
や
市

場
関
係
者
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
職

員
ら
が
生
育
状
況
や
出
荷
要
領
・
規
格
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

花
き
生
産
部
会
の
髙
橋
誠
部
会
長
は「
出

荷
量
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
伴
っ
た
品
質
向
上

を
目
指
し
て
皆
で
情
報
交
換
を
し
て
い
こ

う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
出
荷
量
７
万
５
０
０
０
束
、
販

売
金
額
３
６
０
０
万
円
と
12
％
増
の
実
績
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

良質な出荷を目指す ◉ カンパニュラ出荷規格指導会

ＪＡの昨年度カンパニュラ販売数量は６万5000束、販売金額約3100
万円と生産量は日本有数の実績を誇っています

　

Ｊ
Ａ
の
食
育
リ
ー
ダ
ー
「
花
巻
ま
ん
ま
ー

ず
」の
今
年
度
初
と
な
る
食
育
体
験
指
導
が

５
月
28
日
、
花
巻
市
の
た
か
き
幼
稚
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

藤
原
年
子
さ
ん（
47
）を
中
心
に
リ
ー
ダ
ー

３
名
が
指
導
に
あ
た
り
、
５
歳
児
の
園
児
27

名
が「
白
玉
団
子
」「
鮭
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼

き
」「
お
に
ぎ
り
２
種
」「
わ
か
め
味
噌
汁
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

笹
川
航
平
く
ん
は「
自
分
で
握
っ
た
雑
穀

お
に
ぎ
り
が
お
い
し
い
」と
モ
グ
モ
グ
。
藤

原
さ
ん
は「
作
る
楽
し
さ
を
感
じ
、
そ
の
お

い
し
さ
を
実
感
し
て
ほ
し
い
。
ま
ず
は
食
に

興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
事
か
ら
」と
話
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
花
巻
ま
ん
ま
ー
ず
は
食
育

指
導
で
食
の
大
切
さ
を
伝
え
続
け
ま
す
。 まんまーずの指導のもと、「おいしくなあれ」と声をそろえながらおにぎり

を握る園児

今年度活動開始「おいしくなあれ」が合言葉 ◉ 花巻まんまーず

　

Ｊ
Ａ
の
子
会
社（
株
）Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
サ
ー

ビ
ス
花
巻
プ
ロ
農
夢
花
巻
事
業
本
部
は「
野

菜
苗
出
張
展
示
即
売
会
」を
５
月
９
日
か
ら

18
日
ま
で
の
延
べ
６
日
間
、
太
田
と
湯
口
の

２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
特
産
物
直
売
所「
す
ぎ
の
樹
」と
Ａ

コ
ー
プ
湯
口
店
。
家
庭
菜
園
用
の
ナ
ス
や

き
ゅ
う
り
、
ス
イ
カ
な
ど
の
苗
を
販
売
し
、

都
市
部
ま
で
足
を
運
べ
な
い
お
年
寄
り
や
地

域
住
民
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

担
当
者
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
野
菜
苗
を

選
ん
で
い
た
髙
橋
芳
子
さ
ん（
78
）は「
出
張

し
て
く
れ
る
と
助
か
る
。
苗
は
良
い
も
の
が

多
く
種
類
も
沢
山
あ
っ
て
見
て
い
て
楽
し

い
。
栽
培
の
相
談
に
も
乗
っ
て
く
れ
る
の
で

安
心
し
て
買
え
る
」と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

苗の育成方法の相談や
家庭用のシンビジューム
無料診断も行い「買っ
た後のケアが充実して
いる」と、毎年楽しみに
している再来者が多くみ
られます

プロ農夢花巻の出張即売会が好評 ◉ 野菜苗出張展示即売会
　

Ｊ
Ａ
女
性
部
花
巻
地
域
支
部
東
和
支
部

は
、
花
巻
市
東
和
町
内
の
幼
稚
園
や
小
・
中

学
校
な
ど
へ
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
の
配
布
を
36

年
間
続
け
て
い
ま
す
。

　

児
童
の
家
族
の
中
に
は
、
幼
い
頃
に
同
取

組
み
を
経
験
し
た
親
も
お
り
、
親
子
２
代
で

育
て
る
喜
び
を
感
じ
楽
し
み
に
し
て
い
る
家

庭
も
あ
り
ま
す
。
長
年
続
け
て
い
る
事
が
成

果
と
し
て
見
え
、
継
続
し
て
い
く
事
の
大
切

さ
が
あ
ら
た
め
て
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

今
季
は
、
同
町
内
各
教
育
機
関
な
ど
へ

１
７
０
０
本
の
ベ
ニ
ア
ズ
マ
の
苗
を
配
布
。

小
田
島
支
部
長
は「
親
子
で
土
に
触
れ
、
育

て
る
大
変
さ
や
喜
び
を
家
族
み
ん
な
で
知
っ

て
ほ
し
い
。
農
業
に
興
味
を
持
ち
、
食
の
大

切
さ
を
感
じ
て
く
れ
た
ら
」と
話
し
ま
し
た
。

東和小学校菊地孝校長が見守る中、同支部の小田島邦子支部長は、同
小学校環境美化委員長の鎌田優くんへサツマイモの苗を手渡しました

36年継続食育事業に成果 ◉ ＪＡ女性部東和支部サツマイモの苗配布
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今月の 営 農 情 報

野 

菜	

園
芸
販
売
課

畜 

産	

畜
産
販
売
課

小 

麦	

米
穀
販
売
課

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
収
穫
の
目
安

　

春
一
期
ど
り
作
型
は
６
月
末
頃
を
目
安
に
収
穫
を

打
ち
切
り
、
茎
立
て
を
行
う
時
期
で
す
。

次
の
こ
と
を
目
安
に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

▼
収
穫
状
況

・
Ｍ
、
Ｓ
品
が
全
体
の
60
％
を
超
え
た
時

・
収
量
が
最
盛
期
の
30
％
を
下
回
っ
た
時

▼
収
穫
日
数

　

茎
は
直
径
１
㎝
程
度
の
物
を
１
株
当
た
り
５
〜
６

本
を
間
隔
に
立
て
ま
し
ょ
う
。

※�

茎
立
て
後
、
間
引
き
を
兼
ね
て
収
穫
し
、
出
荷
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
を
し
な
い
と
加
繁
茂
に

な
り
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ネ
ギ
の
軟
腐
病
対
策

　

軟
腐
病
は
高
温
時
に
発
生
し
ま
す
。
毎
年
発
生
す

る
圃
場
で
は
土
寄
せ
時
に
排
水
対
策
と
併
せ
て
オ
リ

ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
使
用
時
期
の
目
安

・
１
回
散
布
の
場
合　

６
月
上
〜
下
旬

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

園
芸
販
売
課　

☎
０
１
９
８
‐
22
‐
６
２
１
７

あ
な
た
は
西
日
が
あ
た
っ
て
も
平
気
？

　

な
ぜ
西
日
は
朝
日
よ
り
も
暑
い
の
で
し
ょ
う
か
？

「
朝
日
も
西
日
も
温
度
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。」
し
か

し
、
太
陽
は
一
日
中
照
ら
し
続
け
て
い
る
た
め
、
建

物
や
地
面
は
太
陽
の
熱
を
溜
め
込
み
な
が
ら
少
し
ず

つ
放
射
（
輻
射
熱
）
し
て
い
ま
す
。
そ
の
熱
の
ピ
ー

ク
が
西
日
の
時
間
。
そ
こ
に
直
射
日
光
が
ガ
ン
ガ
ン

当
た
っ
た
ら
、
さ
す
が
に
参
り
ま
す
よ
ね
。

　

暑
さ
の
大
敵
は
日
光
。
ま
ず
は
、
日
差
し
（
特
に

西
日
）
の
遮
断
で
す
。（
左
写
真
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
協
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

畜
産
販
売
課  

☎
０
１
９
８
‐
23
‐
３
６
７
２

　

ま
た
は
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

  

☎
０
１
９
７
‐
68
‐
４
４
６
４

小
麦
収
穫
時
の
注
意
点

　

収
穫
時
期
を
翌
月
に
控
え
、
高
品
質
の
小
麦
を
出

荷
す
る
た
め
に
以
下
の
点
に
注
意
し
て
作
業
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

●
赤
か
び
粒
の
混
入
防
止
対
策

　

赤
か
び
粒
の
混
入
は
規
格
外
と
な
り
ま
す
。
圃
場

で
発
生
が
見
ら
れ
た
ら
抜
き
穂
や
、
仕
分
け
刈
り
取

り
で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

●
適
期
刈
り
取
り

①
計
画
的
な
収
穫
作
業
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

②�

小
麦
の
収
穫
時
期
は
、
梅
雨
期
と
重
な
る
事
か

ら
、
雨
害
等
に
よ
る
品
質
低
下
が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。（
収
穫
期
の
降
雨
は
赤
か
び
病
菌
の

蔓
延
を
助
長
し
、
ま
た
、
刈
り
遅
れ
に
よ
っ
て
赤

か
び
被
害
が
増
加
し
ま
す
）

③�

小
麦
は
収
穫
適
期
が
短
い
た
め
、
成
熟
期
に
達
し

た
ら
好
天
を
見
計
ら
い
早
期
に
刈
り
取
り
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

●
適
切
な
乾
燥
調
整

　

収
穫
後
す
み
や
か
に
乾
燥
施
設
、
又
は
乾
燥
機
へ

搬
入
し
、
水
分
過
多
に
よ
る
品
質
低
下
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

【
搬
入
時
間
の
目
安
】

・�

小
麦
の
水
分
30
〜
35
％ 

→ 

刈
り
取
り
後
１
時
間

以
内

・�

小
麦
の
水
分
30
％
以
下 

→ 

刈
り
取
り
後
４
時
間

以
内

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

米
穀
販
売
課　

☎
０
１
９
８
‐
22
‐
６
１
５
０

　

目
の
衰
え
と
は
、
年
を
取
っ
て
、
目

の
か
す
み
や
、
視
野
が
欠
け
た
り
、
近

く
の
も
の
が
見
え
に
く
い
と
い
っ
た
症

状
を
指
し
ま
す
。

　

そ
の
主
な
病
気
に
は
、
老
眼
・
白
内
障
・

緑
内
障
・
加
齢
黄
斑
変
性
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
「
老
眼
」は
加
齢
と
と
も
に
起
こ
る
目

の
変
化
な
の
で
、
誰
も
が
避
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
人
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
多
く
は
40
歳
を
過
ぎ
る
と
始

ま
り
ま
す
。
中
高
年
の
人
で「
読
書
や
細

か
な
作
業
中
に
近
く
が
見
え
に
く
い
」な

ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
老
眼
の
可
能
性

あ
り
。
こ
れ
は
目
の
水
晶
体
の
弾
力
性

が
な
く
な
っ
て
く
る
か
ら
で
、
眼
科
で

視
力
を
測
っ
て
も
ら
い
、
自
分
に
合
っ

た
老
眼
鏡
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
目
が
か
す
ん
で
き
た

り
、
ま
ぶ
し
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
ら「
白
内
障
」が
原
因
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
目
の
レ
ン
ズ
に
当
た
る
水
晶
体

が
加
齢
と
と
も
に
白
く
濁
る
病
気
で
す
。

生
活
に
支
障
を
来
す
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

濁
っ
た
水
晶
体
を
取
り
除
き
、
眼
内
レ

ン
ズ
を
入
れ
ま
す
。

　
「
緑
内
障
」は
、
眼
圧
が
高
ま
る
こ
と

で
視
神
経
が
障
害
さ
れ
る
病
気
。
進
ん

で
く
る
と
視
野
が
欠
け
て
き
ま
す
が
、

自
分
で
は
な
か
な
か
分
か
り
に
く
い
の

で
、
高
齢
に
な
っ
た
ら
定
期
的
に
眼
底

検
査
と
視
野
検
査
を
受
け
た
方
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

　
「
黄
斑
」と
い
う
網
膜
の
中
心
部
に
障

害
が
起
き
る「
加
齢
黄
斑
変
性
」は
、
も

の
が
ゆ
が
ん
で
見
え
た
り
、
視
力
が
落

ち
た
り
し
ま
す
。
視
野
の
ゆ
が
み
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
は
、
机
の
上
に
中
央

に
点
の
あ
る
格
子
状
の
線
が
入
っ
た
紙

を
置
き
、
片
方
の
目
を
手
で
覆
い
、
目

と
紙
の
距
離
を
30
㎝
ほ
ど
離
し
て
紙
の

中
央
を
見
つ
め
、
格
子
に
ゆ
が
み
な
ど

が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
健
康
食
品
の
送
り
付
け
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
】
自
宅
に
「
以
前
あ
な
た
が
注
文

し
た
健
康
食
品
が
用
意
で
き
た
の
で
送

る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
覚
え
が
な
い

の
で
「
注
文
し
て
い
な
い
」
と
断
る
と
、

「
数
カ
月
前
に
申
し
込
み
を
受
け
た
」
と

言
う
。
健
康
食
品
を
別
の
業
者
か
ら
通

信
販
売
で
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
た
め
、

自
分
の
勘
違
い
か
と
一
瞬
迷
っ
た
が
、

押
し
問
答
の
末
何
と
か
断
っ
た
。
し
か

し
数
日
後
、
宅
配
業
者
か
ら
「
代
引
き

で
健
康
食
品
が
届
い
て
い
る
。
代
金
は

３
万
円
だ
」
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
受
け

取
り
た
く
な
い
が
、
宅
配
業
者
に
迷
惑

が
掛
か
る
の
で
、
受
け
取
っ
た
方
が
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。

　

消
費
者
の
事
例
の
ケ
ー
ス
は「
も
し
か

し
た
ら
注
文
し
た
か
も
し
れ
な
い
」と
い

う
勘
違
い
を
利
用
し
て
、
強
引
に
商
品

を
送
り
付
け
る
悪
質
な
手
口
で
す
。

　

注
文
し
た
事
実
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
事
業
者
が
一
方
的
に
商
品
を
送
り

付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

オ
プ
シ
ョ
ン（
売
買
契
約
に
基
づ
か
な

い
一
方
的
な
送
り
付
け
）に
当
た
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
契
約
は
成
立
し
て
い
な

い
の
で
受
け
取
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

業
者
か
ら
電
話
を
受
け
て
送
付
を
承
諾

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
電
話
勧
誘
販

売
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
制
度
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
商
品
を
受
領
し
て

お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
返
金
を

求
め
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

商
品
が
配
送
さ
れ
て
き
た
場
合
に
は
、

業
者
名
や
住
所
、
連
絡
先
を
控
え
て
受

け
取
り
拒
否
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
上

で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

過
去
に
通
信
販
売
を
利
用
し
た
こ
と

の
あ
る
高
齢
者
が
主
に
狙
わ
れ
て
い
ま

す
。
見
知
ら
ぬ
業
者
か
ら
の
電
話
に
は

き
っ
ぱ
り
断
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
食
品
の

送
り
付
け
に
ご
注
意
！

※�

３
月
号
で
終
了
し
た
介
護
の
ミ
ニ
知
識
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

は
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
対
策
講
座

健

百
科

康

目の衰えと対処法

株の年数 収穫日数

1年目 0日

2年目 0〜14日

3年目 20〜30日

4年目以降 45〜60日

ライフ◉くらしのビタミンLife
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牡羊座（3/21〜4/19）
ささいなことでイライラしやすいよう。常に笑
顔を心掛ければ、幸運を引き寄せられるはず。
趣味に励むのも◎

蟹　座（6/22〜7/22）
勢いに乗り、積極的になれそう。初めてのこ
とにも意欲的に取り組めば好結果に。チャレ
ンジ精神が幸運の鍵

牡牛座（4/20〜5/20）
コミュニケーション運が活性化。初対面の相
手とも楽しく話が弾みそう。話題のスポット
へ出掛けるのも刺激に

獅子座（7/23〜8/22）
サービス精神を発揮すると、対人面に好変
化が。思わぬサポートに恵まれるかも。協調
性のある言動も忘れずに

双子座（5/21〜6/21）
リラックス気分で過ごせる期間。自分が好き
なことを満喫し、プライベートタイムを充実さ
せて。散歩にもツキ

乙女座（8/23〜9/22）
知的好奇心が旺盛になる月。カルチャーセ
ンターの体験講座を受けたり、講演を聞いた
りして。うれしい発見あり

　

太
田
支
店
は
、
平
成
25
年
度
の
行
動
計
画
に
、
地
域
の

皆
様
に「
身
近
な
支
店
・
職
員
」と
心
か
ら
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
次
の
４
項
目
を
基
本
と
し
て
行
動
し
ま
す
。

■ 

地
域
農
業
の
振
興
・
活
性
化
に
向
け
た
プ
ラ
ン
作
り
や

見
直
し
な
ど
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

■ 

支
店
企
画
に
よ
る
交
流
の
場
の
設
定
や
、
青
年
部
・
女

性
部
と
の
活
動
を
共
有
す
る
な
ど
、
次
世
代
後
継
者
等

と
の
絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

■ 

各
集
落
で
開
催
さ
れ
る
行
事
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加

し
、
組
合
員
・
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

■ 

支
店
職
員
全
員
が
相
談
窓
口
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。

　

ま
た
、
元
気
な
挨
拶
の
励
行
や
、
地
域
に
貢
献
す
る
活

動
、
出
向
く
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

気
軽
に
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
支
店
に
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

太
田
支
店
長
　
齋
藤
俊
一

「より身近に」感じてもらえる支店を目指し、雰囲気・環境づくりに努めています。
気軽にお立ち寄りください

太田支店行動計画
花巻地域太田支店

（太田）S mile Report

　
「
利
用
者
の
お
い
し
い
と
い
う
言
葉

と
笑
顔
に
こ
の
仕
事
へ
の
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
」と
語
る
理
紗
さ
ん
。

　

現
在
、
花
巻
市
東
宮
野
目
の
介
護
老

人
保
健
施
設「
サ
ン
ホ
ー
ム
」に
管
理
栄

養
士
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
身
体
の
状
況
や
栄
養
状

態
、
利
用
の
状
況
な
ど
を
日
々
管
理
。

給
食
管
理
や
栄
養
改
善
の
指
導
を
す
る

な
ど
、
医
療
と
食
事
の
関
係
に
密
接
し

た
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

出
身
地
石
川
県
で
も
同
様
の
仕
事
を

し
て
お
り
、
お
嫁
に
来
て
、
岩
手
県
の

施
設
で
は
地
元
の
食
材
を
使
用
し
て
い

る
率
が
高
い
と
感
じ
た
そ
う
で「
利
用

さ
れ
る
高
齢
者
の
方
々
は
食
が
細
く
な

り
が
ち
。
地
元
の
食
材
を
取
り
入
れ
、

も
っ
と
食
事
を
お
い
し
く
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
」と
今
後
の
目
標
を
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

m材料（4人分）
木綿豆腐… ……………………1丁（300g）
鶏ささ身…………………………2本（100g）

A 　酒…………………………大さじ1/2　　塩……………………………少々
キュウリ…………………………１本
塩…………………………………小さじ1/4
かい割れダイコン… ……………1パック（50g）

＜ドレッシング＞
しば漬け…………………………50g

B　 酢……………………………大さじ3　　砂糖… ……………………小さじ1

m作り方（1人分87kcal）
❶�豆腐はざるに載せて5〜10分置いて水切りし、1.5ｃｍ
角に切ります。キュウリは5mm厚さのいちょう切りにし、
塩を振って約10分置き、水気を絞ります。かい割れダイ
コンは根を切り落として、半分に切ります。
❷�ささ身は筋を取って、耐熱容器に入れます。Ａを振り、ラッ
プをして電子レンジで約2分（500W）加熱します。粗熱
が取れたら手で細かく割きます。
❸�しば漬けはみじん切りにします。Ｂと合わせて、ドレッシ
ングを作ります。
❹�③に①と②を入れてあえ、器に盛り付けます。

豆腐のサラダ
しば漬けドレッシング

Recipe

江釣子小学校３年生

渡辺 湊
そ う

至
じ

 くん（８歳）

新幹線の事なら何でも知ってるよ。運転手になるために勉強し
てるんだもん！今はね、段ボールで操縦席を作って運転の練

習中！幼稚園の時、おじいちゃんに買ってもらったプラレールを
見て新幹線が大好きになったの！いつか、ぼくの運転する新幹線
にいろんな人を乗せて安全に快適に走らせるのが夢なんだ！

７
月
の
星
占
い

撮影：大井一範

地 産 地 消 で 健 康 と 笑 顔 を
Risa Obara 小原理

り

紗
さ

さん◉花巻市東和町

ハ ー ト で ♥ ク ッ キ ン グ Plaza

ぼくの夢は…

「新幹線の運転手」

大きくなっ
たら…

ぼくの
夢

わたし
の夢

スマイルZレポート

プラザ ◉ ぽらー の
【 組 合 員 の 広 場 】
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天秤座（9/23〜10/23）
自分の考えに固執しやすくなる暗示。周囲の
意見に耳を傾けるようにして。気晴らしには
クラシックの鑑賞が吉

山羊座（12/22〜1/19）
考えが両極端になり、トラブルを引き起こし
やすいかも。信頼できる人に意見を求めて。
観劇でリフレッシュを

蠍　座（10/24〜11/22）
やりたいことに挑戦すれば、予想以上の手
応えを感じられる時期。思い切ってアクショ
ンを。メール交換も幸運

水瓶座（1/20〜2/18）
心理的に不安を抱きやすいので、意識的に
ポジティブな発想を。根拠のないうわさに関
わるのもNG。冷静に

射手座（11/23〜12/21）
エネルギーの無駄遣いが多くなる模様。やた
らと勘繰ったり、疑ったりしないこと。ハー
ブティーで心を静めて

魚　座（2/19〜3/20）
クリエーティブな作業に幸運が。絵を描いた
り、作詞をしたり、創作に夢中になると、グ
ンと気力が高まりそう

ぽ
ら
ー
の
川
柳
課
題
◉「 

群 

」─
─
塩
釜
ア
ツ
シ 

選

群
れ
を
恋
う
小
鳥
に
も
似
て
手
術
前

朝
倉
了
子
（
花
巻
市
矢
沢
）

「
評
」
明
日
の
手
術
を
前
に
、
心
が
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。
悪
い
こ
と
ば
か
り
を

考
え
、
ま
す
ま
す
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
病
床
の
小
鳥
に
落
ち
着
き
を
与
え

る
の
は
、
家
族
と
い
う
絆
で
す
。

群
れ
な
が
ら
こ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
と
読
む
空
気

佐
藤
好
生
（
花
巻
市
石
鳥
谷
）

「
評
」
場
の
空
気
は
読
む
も
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
形
勢
が
不
利
に
な

ら
な
い
よ
う
、
自
己
保
身
に
走
り
た
が
る
の
も
人
間
で
す
。
た
だ
し
、
風
見

鶏
の
よ
う
な
動
き
を
、
じ
っ
と
観
察
し
て
い
る
の
も
人
間
で
す
。

新
装
開
店
サ
ク
ラ
も
混
じ
る
人
の
群
れ

宮
野
清
子
（
花
巻
市
石
鳥
谷
）

「
評
」本
日
開
店
の
チ
ラ
シ
が
、
入
っ
て
い
ま
し
た
。
魅
力
溢
れ
る
商
品
と
値
段

で
す
。
整
理
券
配
布
と
書
い
て
い
た
の
で
、
開
店
前
に
並
び
ま
し
た
。
列
の
長

さ
は
相
当
な
も
の
で
す
。
で
も
、
こ
れ
っ
て
も
し
か
し
て
サ
ク
ラ
も
有
り
？

自
己
主
張
譲
ら
ず
何
時
か
群
れ
の
外

小
田
治
朗
（
花
巻
市
湯
本
）

「
評
」
あ
ま
り
に
も
強
烈
な
自
己
主
張
は
相
手
に
嫌
が
ら
れ
、
挙
句
、
群
れ
か

ら
追
い
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
懲
り
ず
に
、
ま
だ
強

が
り
を
言
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

→
タ
テ
の
カ
ギ

①�

は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
て
外
さ
な
い
よ
う
に
ね

③�

日
本
三
名
園
の
一
つ
、
兼
六
園
が

あ
る
県

⑦�

旅
館
で
お
客
さ
ま
の
お
世
話
を
し
ま
す

⑧�

豆
類
を
暗
い
場
所
で
発
芽
さ
せ
た
も
の

⑨�

釣
っ
た
魚
を
入
れ
ま
す

⑩�

焼
き
肉
店
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
牛
の

第
１
胃

⑪�

な
か
な
か
止
ま
（
ヒ
ッ
ク
）
ら
な
い

ん
だ
よ
ね
（
ヒ
ッ
ク
）

⑮�

弓
に
矢
を
つ
が
え
て
狙
い
ま
す

⑯�

明
け
れ
ば
夏
本
番

⑱�

リ
ボ
ン
を
ち
ょ
う
─
─
に
し
た

⑳�

柔
道
場
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
も
の

㉑�

人
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と

　

─
─
授
粉
、
─
─
呼
吸

㉒�

温
泉
地
の
多
い
静
岡
県
の
─
─
半
島	

↓
ヨ
コ
の
カ
ギ

①�

打
ち
上
げ
、
線
香
、
ね
ず
み
と
い
え
ば

②�

布
で
─
─
を
し
て
ス
イ
カ
割
り
を
し
た

④�

短
歌
の
七
・
七
の
部
分

⑤�

虫
よ
け
の
た
め
布
団
を
囲
ん
で
つ

る
し
ま
す

⑥�

日
本
風
に
し
つ
ら
え
た
部
屋
の
こ
と

⑩�

野
球
の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
手
に
は

め
ま
す

⑫�

ヤ
ッ
ホ
ー
（
ヤ
ッ
ホ
ー
）

⑬�

3D
映
像
は
─
─
的
に
見
え
ま
す

⑭�「
─
─
を
曲
げ
る
」
と
は
、
気
分
を

	
�

損
ね
て
わ
ざ
と
意
地
悪
く
振
る
舞

う
こ
と

⑰�

─
─
の
ご
と
く
金
銭
を
使
う

⑲�

尺
貫
法
の
長
さ
の
単
位
の
一
つ

たらのめさん	（花巻市石鳥谷町)
小田島邦江さん	（花巻市上似内)
伊藤セツ子さん	（花巻市大迫町)
小田島みよ子さん	（北上市和賀町)
阿部　卓司さん	（北上市相去町)
菊池　　清さん	（遠野市上郷町)
越田イト子さん	（上閉伊郡大槌町)
後藤　道徳さん	（釜石市浜町)
米沢　咲子さん	（西和賀町沢内)
髙橋千夜子さん	（西和賀町湯之沢)

Ａ	 Ｂ	 Ｃ	 Ｄ	 E	 F
た け の こ が り

４

月

号

の

答

え
おめでとうございます♪

JAの家庭雑誌

今年の夏は
浴衣美人に
色や柄の選び方や、浴衣に映える小物まで、大人の
ための、浴衣の着こなし術を紹介します。

※企画・タイトルは変更することがあります。　　　　　　　　　　　　　　　　  　——お申し込みはお近くのJA各支店へ——

10秒ストレッチで疲労解消！
畑でクールダウン
農作業の疲労は、その日のうちに解消したいものです。腰や背中
などに効く、作業の合間にできる簡単ストレッチを紹介します。

やさしいハンドメイド
貼って楽しい　手作りうちわ
布を切って貼る、紙を切って貼るだけで作れるオリジナルの
うちわです。裏面にメッセージを書けばプレゼントにも！

群
れ
る
の
に
疲
れ
団
塊
マ
イ
ペ
ー
ス

小
原
順
一
郎
（
北
上
市
和
賀
町
）

仲
良
し
も
一
抜
け
二
抜
け
群
れ
も
老
い

丹
野
ウ
メ
子
（
花
巻
市
高
木
）

歩
道
橋
群
れ
て
遊
ん
で
ご
め
ん
な
さ
い

山
口
耕
作
（
花
巻
市
若
葉
町
）

悪
ガ
キ
が
群
れ
て
い
じ
め
を
加
速
さ
せ

有
原
す
み
れ
（
花
巻
市
西
宮
野
目
）

地
球
儀
が
群
れ
る
ヒ
ト
科
を
持
て
余
す

高
橋
は
じ
め
（
紫
波
町
佐
比
内
）

群
生
地
花
に
浮
か
れ
て
山
笑
う

照
井
マ
ツ
（
花
巻
市
鉛
）

一
人
で
は
出
来
な
い
と
す
ぐ
群
れ
た
が
る

高
橋
す
み
き
（
花
巻
市
東
和
町
）

群
を
抜
く
ト
ッ
プ
は
い
つ
も
夢
の
中

高
橋
允
枝
（
花
巻
市
轟
木
）

雑
草
も
群
れ
て
咲
く
花
憎
め
な
い

藤
原
ノ
ブ
（
和
賀
郡
西
和
賀
町
）

風
吹
け
ば
杉
の
花
粉
が
舞
い
上
が
る

髙
橋
篤
子
（
花
巻
市
大
迫
町
）

摩
天
楼
群
が
る
人
の
桜
酒

菅
野
寿
子
（
北
上
市
口
内
町
）

農
政
の
弱
み
を
知
っ
て
殖
え
る
鹿

和
山
牧
童
（
釜
石
市
橋
野
町
）

カ
タ
ク
リ
の
群
生
過
疎
に
人
を
呼
ぶ

赤
坂
三
枝
子
（
花
巻
市
高
松
）

綱
引
き
の
よ
う
に
が
ん
ば
る
蟻
の
群
れ

中
村
眞
子
（
花
巻
市
桜
木
町
）

人
の
群
れ
目
玉
商
品
輝
く
目

鎌
田
　
京
（
花
巻
市
鍋
倉
）

義
経
公
東
下
り
の
人
の
群
れ

斉
藤
繁
夫
（
花
巻
市
西
宮
野
目
）

…
次
回
の
課
題
◉「
ポ
ケ
ッ
ト
」

大
槌
の
イ
チ
ゴ
お
い
し
そ
う
！
震
災
の
復
興
が

力
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
！
応
援
し
て
い
ま
す
！

（
北
上
市
成
田
／
Ｙ
・
Ｉ
）

ぽ
ら
ー
の
花
巻
の
名
前
の
由
来
が
「
心
を
ひ
と

つ
に
集
ま
っ
て
く
る
場
所
」と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
た
な
ん
て
！
素
晴
ら
し
い
〜

（
北
上
市
新
平
／
Ｒ
・
Ｔ
）

ス
マ
イ
ル
レ
ポ
ー
ト
の
昆
野
さ
ん
、
お
若
い
の

に
し
っ
か
り
し
て
い
て
素
敵
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
為
に
頑
張
っ
て
！

（
北
上
市
二
子
町
／
Ｉ
・
Ｋ
）

牛
乳
に
、
こ
ん
な
に
栄
養
素
が
詰
ま
っ
て
い
る

な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
〜
毎
日
牛
乳
と
り
い
れ

ま
ー
す
！

（
花
巻
市
北
笹
間
／
M
・
O
）

安
い
外
国
産
よ
り
も
、
皆
さ
ん
が
作
る
本
当
に

美
味
し
い
作
物
を
求
め
る
消
費
者
が
い
る
事
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
花
巻
市
湯
口
／
Ｔ
・
Ｉ
）

健
康
百
科
を
読
ん
で
、
改
め
て
歯
っ
て
、
大
切

な
ん
だ
な
〜
っ
て
思
い
ま
し
た
。
私
も
歳
を
重

ね
る
ご
と
に
感
じ
て
ま
す
。

（
遠
野
市
松
崎
町
／
Ｍ
・
Ｋ
）

早
池
峰
神
楽
が
気
軽
に
鑑
賞
で
き
る
「
神
楽
の

日
」、
今
年
は
家
族
で
ぜ
ひ
出
か
け
た
い
と
お

も
っ
て
い
ま
ー
す
!!

（
釜
石
市
浜
町
／
Ｙ
・
Ｇ
）

滝
田
さ
ん
の
描
く
賢
治
さ
ん
全
て
が
、
大
好
き

で
す
！
生
活
や
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

次
回
が
た
の
し
み
〜
!!

（
西
和
賀
町
川
尻
／
Ｋ
・
Ｍ
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

毎
月
の
お
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
川
柳
を
１

人
３
句
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
イ
ズ
の
答
え
を
送
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
毎
月
抽
選
で
10
人
の
方

に
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

読
者
の
掲
示
板

皆
さ
ん
が
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、

自
作
の
イ
ラ
ス
ト
・
写
真
な
ん
で
も
結
構

で
す
の
で
お
便
り
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
要
項

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
電
話

番
号
と
、
本
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
書
き
添
え
の
う
え
、
下
記
の
宛
先
ま
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
氏
名
は
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
可
と
し
ま
す
が
、
本
名
の
明
記

も
お
忘
れ
な
く
！

◎
応
募
先

ハ
ガ
キ

〒
０
２
５
─

８
５
０
４

花
巻
市
野
田
３
１
６
─
１

Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
企
画
開
発
課 

宛

Ｅ
メ
ー
ル

Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
。
携
帯
電
話
は

隣
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

※
携
帯
電
話
か
ら
の
応
募
な
ど
は
、
機

種
に
よ
り
、
文
字
化
け
を
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
抽
選
か

ら
外
れ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
締
め
切
り

７
月
16
日（
火
）必
着

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

皆
さ
ま
か
ら
投
稿
に
際
し
て
取
得
し
た
個
人
情
報
は
、

本
誌
の
編
集
を
目
的
に
使
用
し
ま
す
。
投
稿
者
の
承
諾

な
く
第
三
者
に
提
供
し
ま
せ
ん
。

ク ロ ス ワ ー ド
パ ズ ル

二重マスの文字を、A〜E
の順に並べてできる言葉は
何でしょうか？

７
月
の
星
占
い

特
選

秀
逸

４月号の当選者

【巻頭特集】
畑の情報便

ＪＡ女性組織学習企画
７月号
定価880円

好評発売中！

お
待
ち
し
て
い
ま
す

プラ ザ ◉ ぽらー の【 組 合 員の 広 場 】

佳
作

読

者

の

掲

示

板
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トなどの軽装により電気の節約を図
ります。期間中、無作法とは存じます
がご了承くださいますようお願い申し
上げます。

リフォーム講習会＆手作りアイ
ディア作品・手芸品の販売
　使わなくなった服や、余り布などを
使って、小物や帽子、ホームウェアな
どを作ってみませんか？毎月最終週
の土日に開催しています。ぜひ遊びに
きてください！
※開催日は変更になる場合もあります。

■日時
　6月29日（土）・30（日）
　午前9時30分〜午後4時
■場所
　おっほの舘（だぁすこ東隣）
■講習会参加について
【会　費】一般の方500円
　　　　　女性部員の方300円
【持ち物】着なくなった服や着物、
　　　　　余り布など
※�講習会参加希望の方は、下記問い合わせ
先までご連絡下さい

●お問い合わせ・お申込み
　生活福祉部生活ふれあい課

10198-45-1213
　（主催：JAいわて花巻女性部

花巻地域支部宮野目支部）

生産者による
「さなぶり餅振舞」のお知らせ
　日頃のご利用に感謝して、産直あぜ
みちでは、つきたてのお餅をご来店の
お客様に振る舞います。

　ＪＡでは、農業経営の中核を担い、
農業者、事業者として意欲的に取り組
む女性を支援する為「女性担い手農
業者認定制度」を設けています。
　認定を受けられるとグループ結成
の経費や、資格取得費用などの助成
を受けることができます。
　ただ今、平成25年度の認定申請を
７月16日（火）までの期限で受付して
います。詳しいお問い合わせは下記ま
でお尋ねください。
●お問い合わせ
　営農推進部営農振興課

10198-23-0985
　または最寄りの支店営農課まで

　ＪＡ共済にご契約を頂いているお
客様が事故やトラブルに遭われた場
合、全国どこからでもつながるフリー
ダイヤルがあります。
　ＪＡ共済事故受付センターで24時
間・365日受付しています。

フリーダイヤル
0120－2

ジ

5
コ

－8
は

9
ク

3
ミ

1
アイ

携帯電話・PHSからもつながります
※ＪＡ自動車共済契約者に限ります

●お問い合わせ
　ご契約している支店の共済課まで

　ＪＡでは、国が推奨する地球温暖
化防止行動に呼応して、冷房は28度
に設定し、ノーネクタイやノージャケッ

■日時
　６月22日（土）午前１１時〜
　※店内にてお振る舞い致します。
■場所
　�産地直売所あぜみち（北上流通セ
ンター）☎0197-71-1338

　日頃のご愛顧に感謝を込めてお得
がいっぱいの創業祭を開催します。
お誘い合わせの上ご来店下さい。
■すぎの樹１７周年創業祭（太田）
　７月７日（日）午前９時開店
　もちまき・お買上抽選会・漬物講習
会・各種店頭販売など

☎0198-28-2209
■�母ちゃんハウスだぁすこ１６周年創
業祭（野田）
　７月13日（土）・14日（日）
　全国のＪＡファーマーズが集合して
特産品を販売するほか、お楽しみ抽
選会やお買い得品が盛り沢山

☎0198-24-2914

　ぽらーの2013年１月号で観覧者の
募集をした「開運なんでも鑑定団」の
放送日がきまりました。
▶７月７日（日）午後2時〜午後3時
▶テレビ岩手

■お詫びと訂正

JA広報誌「ぽらーの花巻５月号」の掲載
記事に誤りがありました。お詫びして訂
正いたします。
【10ページ・ぽらーのニュース・３段目】
〔誤〕大迫「くの市」「９の市」
〔正〕大迫「九の市」

●
監
事
会
だ
よ
り

次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
監
事
会　

開
催
日
：
５
月
９
日（
木
）

■
協
議
事
項

⑴　

�

全
国
中
央
会
（
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
）
の
監
査

の
方
法
及
び
結
果
の
相
当
性
に
つ
い
て

⑵　

�

平
成
24
年
度
決
算
監
査
報
告
書
の
作
成
に
つ
い

て

⑶　

総
代
会
提
出
監
査
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

⑷　

�

内
部
統
制
等
に
か
か
る
指
導
要
領
・
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
報
告
」
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て

●
理
事
会
だ
よ
り

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、全
議
案
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
3
回
理
事
会　

開
催
日
：
5
月
9
日（
木
）

■
議
決
事
項

第
１
号
議
案　

�

平
成
24
年
度
決
算
及
び
剰
余
金
処
分

案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

平
成
25
年
度
事
業
計
画
の
修
正
に
つ

い
て

第
３
号
議
案　

�

平
成
24
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ

い
て

第
４
号
議
案　

�

第
15
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
の
決

定
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

組
合
員
の
表
彰
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

�

Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
精
米
セ
ン
タ
ー

	

（
仮
称
）
の
建
設
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

�

固
定
資
産
（
宮
守
支
店
野
菜
集
出
荷

施
設
）
の
取
得
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　�

（
有
）Ｊ
Ａ
と
お
の
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ

　
　
　
　
　
　

�

ス
の
リ
ー
ス
資
産
取
得
（
大
型
バ
ス

更
新
）
の
承
認
に
つ
い
て

第
９
号
議
案　

�

車
両
運
行
管
理
規
程
の
改
正
に
つ
い

て

I N F O R M A T I O N J A か ら の お 知 ら せ◉

３Ｒショップのご案内

北上  産地直売所あぜみち

女性担い手農業者
認定制度のご案内

ＪＡ共済ご契約の皆様へ
自動車事故フリーダイヤル

平成２５年６月１日～９月３０日の期間中
ＪＡはクールビズを行っています

花巻地域産直施設創業祭
のお知らせ

出張！なんでも鑑定団ｉｎ花巻
放送日のお知らせ

家の光大会
農業の専門誌である「家の光」「ちゃぐりん」「地上」などの愛読
者や組合員が一堂に会し、記念講演や記事活用による活動体験発表
を行いながら組合員相互交流を図ります。

福岡県在住。昭和 60年、結婚を機に農業経
営に携わる。平成元年、農業支援団体「五衛
門倶楽部」を結成し、夫と共に農業のイメー
ジアップ活動を全国的に展開。現在、家族メ
ンター・心理相談員として、恋愛・結婚・
人生全般における人間関係・出産・子育て
問題・企業のメンタルヘルス対策など、幅
広く講演活動やカウセリングを行う。相談
業務に携わり 26年目を迎えている。

「地域を元気にする婚活！」
　　～共に楽しく 心豊かな人生を送ろう～
「地域を元気にする婚活！」
　　～共に楽しく 心豊かな人生を送ろう～

「五右衛門倶楽部」主宰
「ハートウォーミングルーム福岡」代表

講 演

池　ひでこ 氏

【日　時】平成25年７月６日（土）9：30～（開場9：00）
【場　所】ＪＡいわて花巻本店　総合営農指導拠点センター
【入場料】700円（お茶・弁当付）
 ※入場には入場券が必要です。また、入場券の購入及びお問い合わせは最寄りのＪＡ支店窓口へお願いします。
 ※家の光三誌（家の光・地上・ちゃぐりん）ご愛読者様に限り、入場割引200円の特典があります。

☆主なスケジュール
　体験発表…10：00～10：50→講演…11：00～12：30→昼食とおらほの自慢市

講 師

◎お問合せ（平日8：30～17：00）：企画管理部企画開発課  TEL 0198-23-3333（代表）または最寄りのJA支店管理課まで

プロフィール
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画・文／滝田恒男
宮沢賢治の世界を描き続ける画家。自宅に
「画廊たきた」を開設。著書に詩画集「宮沢
賢治ゆかりの地」「風の巡礼─経埋ムベキ山」
など。（花巻市里川口在住）

最
近
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
カ
メ

ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
ボ
タ
ン
を

押
す
時
、
モ
ノ
ク
ロ
モ
ー
ド
に
切

り
替
え
る
機
会
が
増
え
た
。「
色
」

の
縛
り
か
ら
解
放
さ
れ
た
、「
光
」

の
明
暗
だ
け
で
表
現
す
る
難
し
さ

が
逆
に
新
鮮
で
楽
し
く
感
じ
ら
れ

る
か
ら
だ
。
き
っ
か
け
は
、
自
分

が
幼
い
頃
に
、
両
親
が
撮
っ
た
で

あ
ろ
う
白
黒
写
真
の
存
在
。
カ
ラ
ー

写
真
と
は
違
い
、
モ
ノ
ク
ロ
が
そ

の
場
の
空
気
や
写
し
た
人
の
感
情

ま
で
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
余
計
な

色
彩
に
と
ら
わ
れ
ず
被
写
体
に
集

中
で
き
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

色
の
美
し
い
写
真
は
勿
論
な
の
だ

が
、「
純
粋
に
伝
わ
る
写
真
を
撮
れ
」

と
古
び
た
写
真
が
教
え
て
く
れ
た

気
が
し
た
。	

﹇
及
川
﹈

「
ブ
ジ
カ
エ
ル
を
覚
え
て
い
ま

す
か
？
」
受
話
器
の
向
こ

う
の
声
が
言
っ
た
。
ブ
ジ
カ
エ
ル

と
は
蛙
の
形
を
し
た
お
守
り
。
大

学
４
年
の
夏
、
四
国
八
十
八
箇
所

巡
礼
を
し
た
際
、
お
遍
路
さ
ん
か

ら
頂
き
、
私
も
出
会
っ
た
旅
人
へ

託
し
た
。
蛙
は
色
々
な
人
の
想
い

を
乗
せ
な
が
ら
旅
を
続
け
、
電
話

の
主
の
元
へ
辿
り
着
い
た
よ
う
だ
。

電
話
の
声
は
、
私
が
蛙
と
共
に
添

え
た
手
紙
が
一
緒
に
回
っ
て
来
た

事
も
教
え
て
く
れ
た
。
文
中
に
「
今

日
の
感
謝
を
明
日
出
会
う
人
へ
繋

げ
る
仕
事
に
就
く
」
と
書
い
て
あ
っ

た
事
も
。
過
去
の
自
分
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
尻
を
叩
か
れ
た
。
あ
の

頃
の
熱
い
自
分
に
今
の
私
も
負
け

て
い
ら
れ
な
い
。	

﹇
大
内
﹈

平成25年６月10日発行　　ホームページアドレス☞http://www.jahanamaki.or.jp/
発行◉花巻農業協同組合／〒025-8504  岩手県花巻市野田316-1　TEL.0198-23-3333（代）　編集◉企画管理部企画開発課・広報編集委員会
印刷◉川嶋印刷株式会社

　

今
年
の
大
型
連
休
は
雨
と
寒
さ
続
き
で
最
終
日
六
日
だ

け
は
何
ん
と
か
晴
れ
た
。
早
速
ス
ケ
ッ
チ
に
出
掛
け
る
。

　

掲
載
の
ス
ケ
ッ
チ
は
盛
岡
市
都
南
に
位
置
す
る
盛
岡
工

業
高
等
学
校
辺
り
か
ら
描
い
た
「
飯
岡
山
」（
手
前
）
と
遠

景
は
雪
を
蓄
え
た
「
岩
手
山
」
で
あ
る
。

　

賢
治
さ
ん
は
、
多
感
な
少
年
時
代
、
盛
岡
中
学
校
、
盛

岡
高
等
農
林
学
校
と
盛
岡
で
過
ご
し
、
何
度
と
な
く
花
巻

と
行
き
来
し
車
窓
か
ら
目
に
し
た
で
あ
ろ
う
飯
岡
山
を
作

品
に
も
登
場
さ
せ
て
い
る
。

　

描
き
終
え
た
後
、
飯
岡
山
へ
登
る
登
山
口
は
両
側
に
大

き
な
石
が
置
か
れ(

何
十
年
前
か
に
登
っ
た
時
を
想
い
出

す)

、
山
道
は
荒
れ
て
い
る
が
道
は
分
か
る
。
自
然
で
い
ゝ

感
じ
。
鶯
が
鳴
い
て
い
る
。
口
笛
で
真
似
す
る
と
近
寄
っ

て
く
る
。
縄
張
り
の
習
性
だ
。
飯
岡
山
は
雑
木
林
で
「
ク

ロ
モ
ジ
」
や
「
キ
ブ
シ
」
の
木
が
多
く
自
生
し
両
方
と
も

淡
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
歓
迎
し
て
く
れ
た
。

　

頂
上
は
眺
め
は
い
ゝ
と
は
い
え
な
い
が
、
ま
だ
葉
の
開

か
な
い
梢
か
ら
周
囲
が
透
け
て
見
え
る
。
西
側
に
は
箱
ヶ

森
や
赤
林
山
等
、
た
く
さ
ん
の
賢
治
さ
ん
の
「
ゆ
か
り
の

山
」
が
そ
び
え
、
裾
は
リ
ン
ゴ
畑
の
多
い
都
南
地
域
、
薬

の
散
布
で
機
械
の
音
が
忙
し
く
聞
こ
え
る
里
山
の
風
景

（
音
）
だ
。

短
歌
【
七
四
三
】

光 と 風 と

宮 沢 賢 治 幻 影

飯岡山（359m）（盛岡市都南）

編集後記
From Editor's


